
スリッター機の導入により、自社一貫体制を強化し品質と生産性を向上

自社一貫体制の
構築による、
生産性の効率化と
品質の向上

アサヒパックス株式会社
高機能フィルムに対し低コスト・短納期加工を実現するスリッター機のカスタマイズ開発TOPIC
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現場での風景

自社一貫体制によるパッケージ
印刷

アサヒパックス株式会社は、お菓子を
中心とした食品パッケージのグラビア印
刷を手掛けている。大手スーパーのプラ
イベートブランドで使われる野菜のパッ
ケージ、空港や観光地で扱われている菓
子土産などのパッケージを印刷している。
グラビア印刷機での印刷からラミネート
機によるフィルム貼り合わせ、検品と
いった工程に加え、2015年に導入したス
リッター機によって裁断までの後工程も
全て自社で一貫して対応することができ
るようになった。一貫体制の構築は品質
面やコスト、収益性の向上に大きく寄与
している。

ラミネート機の導入が一貫体制構
築のきっかけに

同社は設立当初はパッケージ印刷の

みを実施していたが、2011年3月の東
日本大震災により関東地方におけるラ
ミネート加工業者の事業活動が停滞し
たことで、自社によるラミネート加工
への対応が求められた。この際にラミ
ネート機を導入したことが自社一貫体
制に着手するきっかけとなった。外注
に出さずに自社の担当領域が増えたこ
とで、顧客の要望に柔軟に対応するこ
とができるようになり、納期の短縮や
コストの削減に繋がった。また、責任
の所在の明確化に伴いより迅速な対応
が図られるようになり、品質の向上に
結び付いた。
一貫体制による効果を実感し、ラミ
ネート機の次に導入を考えたのはス
リッター機である。従来まで外注に出
していた切断作業を内製化することで
運搬を含めて納期の更なる短縮が可能
であるほか、品質の向上や不良品率の
低下が期待された。

スリッター機導入による一貫体制
強化

「平成26年度補正ものづくり・商
業・サービス革新補助金」を活用し、
東伸製の高速スリッターを導入した。
このスリッターを選んだのは検品機が
東伸製のものであり相互性と実績があ
るほか、アフターフォローが迅速であ
るためである。また、この高速スリッ
ターはパナソニック製のレーザーをカ
スタマイズしたオンリーワンの設備で
あり、同社が有する強み・技術を組み
合わせ、オリジナルの設備を完成させ
ることができた。

顧 客 ニ ー ズ へ の 柔 軟 な 対 応 に
よって、更なる成長を図る

食品パッケージの印刷に対する信頼
はその食品への信頼にも繋がるが、こ
の設備の導入により不良品率の低下及

び品質管理の徹底が図られたほか、一
貫体制の構築によって運搬する手間を
削減でき納期の短縮が可能となった。
加えて社外に製造の一部を移管しない
ため、製造過程における改善点も明確
化できるようになったことで安定供給
にも繋がった。品質の向上が同社に与
えるメリットは大きく、より多様な要
望にも柔軟に対応することができるよ
うになった。
更に高精度カット加工が実現し、生
野菜等を長期保存する高機能フィルム
の加工に対応することが可能になった
ことで、既存顧客へのシェア拡大、新
規顧客の開拓を進めている。今後は、
光熱費削減による環境負荷の軽減や廃
棄ロスの削減への取り組み等、業界内
外の動向を見ながら、食品関係に限ら
ず他業種にも進出し、多様化・高度化
する容器・包装へのニーズに応え、更
なる受注の獲得に努めていく考えであ
る。

充実した機械設備
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